千葉市知的障害者生活ホーム運営事業実施要綱
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○若葉保健福祉センターの新設に伴う文言修正

平成18年3月31日一部改正

○苦情解決体制づくり等

*****************************************************************************************


（目的）

第１条　この要綱は、独立した生活を求めている知的障害者又は家庭における養育が困難な知的障害者に対し、居室等を提供し、日常生活及び社会適応に必要な各種援助を行う知的障害者生活ホーム（以下「生活ホーム」という。）の運営に関し必要な事項を定め、もって知的障害者の社会参加の促進を図ることを目的とする。

（運営主体）

第２条　生活ホームの運営主体は、千葉市手をつなぐ育成会又は同団体の推薦を受けた者（個人又は団体）であって、居室等が提供できるものとする。

（生活ホームの定員等）

第３条　生活ホームの定員は、１カ所当たり原則として４名以内とする。

２　生活ホームの居室等は、日照、採光、換気等入居者の保健衛生及び安全面について十分考慮されたものとする。

（生活ホームの業務）

第４条　生活ホームを運営する者は、入居者の状態、能力等を把握し、支援方針を定めるとともに、次に掲げる業務を行うものとする。

（１）入居者の日常生活の支援及び自炊等のできない入居者に対し、飲食物等の提供を行うこと。

（２）入居者が疾病等により日常生活の困難を生じたときは、医療機関、市長及び家族等に速やかに連絡をとるなど適切な措置を行うこと。

（３）入居者を地域社会の成員として尊重し、地域社会の行事、奉仕活動等への積極的な参加支援を行うこと。

（４）入居者の社会適応状況に応じ、就労、就業訓練及び社会福祉施設等への通所支援を行うこと。

（５）その他入居者の社会参加に必要な支援を行うこと。

２　生活ホームを運営する者は、前項に規定する業務を行うにあたり、必要に応じて、福祉事務所等の関係機関及び専門機関等と連携しなければならない。
（運営の承認等）

第５条　本市内において生活ホームを運営しようとする者は、あらかじめ生活ホーム運営承認申請書（様式第１号）により、市長の承認を受けなければならない。

２　前項の承認申請書は、生活ホームの所在地を管轄する保健福祉センター所長に提出しなければならない。

３　前項の規定により承認申請書を受理した保健福祉センター所長は、生活ホーム運営承認に関する調査意見書（様式第２号）に基づき調査のうえ意見を付し、市長に送付しなければならない。

（変更及び廃止）

第６条　前条第１項の規定により運営の承認を受けた者は、その承認された事項を変更又は廃止しようとするときは、あらかじめその内容及び理由を記載した書面により事前に市長に届け出なければならない。

２　前条第２項及び第３項の規定は、前項の届出について準用する。

（設置の取消等）

第７条　市長は、第５条第１項の規定によりその承認を受けた者が、第１３条の調査及び報告を拒む等又はこの事業に関し、不当に営利を図り、若しくは入居者の指導につき不当の行為をしたときは、生活ホームの運営を制限し、その停止を命じ、又は第５条第１項の規定による承認を取り消すことができる。

（入居対象者）

第８条　生活ホーム（千葉県その他の地方公共団体が設置又はその運営の承認をしているものを含む。以下同じ。）の入居対象者は、本市に居住する満１５歳以上の知的障害者であって、次の各号の一に該当するものとする。

（１）就労している者

（２）知的障害者援護施設又は心身障害者福祉作業所等へ通所している者

（３）家庭では十分な養護、監護等のサービスが受けられない者

（入居の承認等）

第９条　生活ホームヘの入居しようとする者又はその保護者等は、生活ホーム入居申請書（様式第３号）により、市長の承認を受けなければならない。

２　市長は、前項の申請書の提出があったときは、申請者の居住地を管轄する保健福祉センターのケースワーカーの意見を参考にして、生活ホームヘの入居の承認又は不承認を決定するものとする。

３　市長は、前項の規定により生活ホームヘの入居を承認したときは、生活ホーム入居承認通知書（様式第４号）により申請者に通知するとともに、その写しを添付し、その旨を当該生活ホームを運営する者に報告するものとする。

４　市長は、第２項の規定により、生活ホームヘの入居を不承認としたときは、その理由を付した書面により申請者にその旨通知するものとする。

（入居者の退居）

第１０条　生活ホームを運営する者は、前条第３項の規定により承認を受け入居している者（以下「入居者」という。）が退居したときは、千葉市知的障害者生活ホーム退居届出書（様式第５号）により市長にその旨届け出なければならない。

（入居者等の費用負担）

第１１条　生活ホームの入居者は、飲食物費、光熱水費及び共益費等の実経費を負担するものとする。

２　生活ホームを運営する者は、入居者及びその保護者から家賃を徴することができるものとする。

（生活ホームを運営する者の責務）

第１２条　生活ホームを運営する者は、第４条に規定する業務及び前条に規定する入居者の費用負担を求めるにあたり、当該ホームの支援の方針及び内容並びに実経費、家賃の内容及び金額等について、あらかじめ入居者等に書面により十分な説明を行い、同意を得なければならない。

２　生活ホームを運営する者は、その支援行為等に関する入居者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、必要な措置を講じなければならない。

（帳簿の整備）

第１３条　生活ホームを運営する者は、入居者の負担金等に係る会計及び処遇等に係る帳簿を整備しなければならない。

（関係機関の連絡調整等）

第１４条　保健福祉センター所長は、当該管内の生活ホームについて、必要に応じ調査し、若しくは報告を受け、必要に応じ助言指導を行うとともに、関係機関との連絡調整を行うものとする。

２　市長は、必要があると認めるときは、生活ホームを運営する者に対し、必要と認める事項の報告を求め、又は、生活ホームの設備、帳簿、及び書類等を調査することができる。

（運営費の助成）

第１５条　市長は、入居者が生活ホームに入居する場合、当該生活ホームを運営する者に対し、別に定めるところによりその運営費を補助する。
（指導監査の実施）

第１６条　市長は、別に定めるところにより、生活ホームの指導監査等するものとする。
（委任）

第１７条　この要綱に定めるもののほか、この事業の実施について必要な事項は、保健福祉局長が別に定める。
附　　則

（施行期日）

１　この要綱は、平成５年４月１日から施行する。

（千葉市精神薄弱者生活ホーム入居等に関する要綱の廃止）

２　千葉市精神薄弱者生活ホーム入居等に関する要綱（昭和６１年１０月１日施行。以下「旧要綱という）は、廃止する。

（経過措置）

３　この要綱の施行の日の前に、千葉県知的障害者生活ホーム運営事業実施要綱及び旧要綱の規定により、千葉県知事若しくは市長が行った承認又はこれらの者に対して行われた申請若しくは届出で、この要綱施行の際現に効力を有するものは、この要綱の相当規定によりなされたものとみなす。

附　則

この要綱は、平成９年４月１日から施行する。

附　則

この要綱は、平成１１年４月１日から施行する。

附　則

この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。
附　則

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。
附　則

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。
　　　附　則
（施行期日）

　この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

（経過措置）

この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
附　則

（施行期日）

　この要綱は、平成２６年７月１日から施行する。

（経過措置）

この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
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